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●今月の紙面
平成27年度に(仮称)風致公園が開園します！…… ②
手続きを忘れずに！臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金…… ③
高齢者福祉サービスを利用しよう！ ………………… ④

後期高齢者医療保険料の保険料率が改定されます…… ⑥
特定健康診査・健康診査 …………………… ⑧⑨
ごみの分別・収集日変更地域説明会 ………… ⑪
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(平成26年5月13日撮影)
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致公園の整備が今年度で完成します。
秋をイメージし、園内の花の広場で
は、彼岸花が美しく咲く予定です。
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2広報にのみや 平成26年6月10日

　
吾
妻
山
を
『
菜
の
花
』
な
ど

の
《
春
》
を
イ
メ
ー
ジ
し
整
備

し
て
い
る
の
に
対
し
、（
仮
称
）

風
致
公
園
は
『
彼
岸
花
』
を
主

体
と
し
た
《
秋
》
の
イ
メ
ー
ジ

で
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
10
月
上
旬
〜

　
　
　
平
成
27
年
３
月
中
旬

※
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

名称を募集します！
　整備した（仮称）風致公園
の新たな名称を９月ごろに
募集します。
　町のシンボルとなるよう
な素晴らしい名称をつけて
ください。
※詳細は、今後ホームペー
ジや広報にのみやなどで
お知らせします。

　平
成
21
〜
23
年
度
に
取
得
し
た
ラ
デ
ィ
ア
ン
裏
に
広
が
る
土
地

す
べ
て
の
整
備
が
、
今
年
度
の
（
仮
称
）
風
致
公
園
の
整
備
で
完

了
し
ま
す
。

　町
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が
来
園
さ
れ
、
気
軽
に
自
然
に
親
し

め
る
公
園
と
し
、
周
辺
に
お
住
ま
い
の
方
々
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
防
災
拠
点
と
し
て
も
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

～町の情報をメールでお知らせ～
湘南生活安全情報を配信しています

平
成
27
年
度
に（
仮
称
）風
致
公
園
が
開
園
し
ま
す
！

平
成
27
年
度
に（
仮
称
）風
致
公
園
が
開
園
し
ま
す
！

（仮称）風致公園
完成予定図

秋
を
イ
メ
ー
ジ

●
園
路

　
転
落
防
止
柵
や
階
段
な
ど

を
改
修
し
ま
す
。

●
芝
生
広
場

　
野
外
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開

催
で
き
る
よ
う
な
広
場
を
整

備
し
ま
す
。

●
花
の
広
場

　
花
の
見
ど
こ
ろ
と
し
て
彼

岸
花
の
園
地
を
整
備
し
ま
す
。

整
備
計
画

今
年
度
工
事
実
施
期
間

法務局法務局

富士見が丘
1丁目
富士見が丘
1丁目

ラディアンラディアン

園路（女坂）園路（女坂）

花の広場花の広場

園路（男坂）園路（男坂）

駐車場駐車場
防災トイレ用
マンホール
防災トイレ用
マンホール

遊具遊具

芝生広場芝生広場

広場広場

広場広場

休息園地休息園地

休息園地休息園地

●
遊
具

　
子
ど
も
に
親
し
ま
れ
る
遊

具
を
広
場
脇
に
整
備
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課
公
園
緑
地
班

ラディアン裏土地取得費の内訳

土地取得財源の内訳 (利子含む )

　平成21～23年度に国の補助金や地方債を
財源として20億円で購入しました。このう
ち地方債は利子を含めて約12億円を平成42
年度まで返済することになりますが、約8億
円が交付税として交付されるため、実返済
分は約4億円となります。
　さらに、法務局への土地貸付料として毎
年1千万円以上
の収入がある
ため、実質的な
将来負担は生
じない見込み
となっていま
す。 地方債　12億3,395万円

交付税算入分
7億9,869万円

国補助金
5億8,900万円

実返済分
4億3,526万円

一般財源
3億9,855万円

基金
5,000万円

22億
7,150万円

3 広報にのみや 平成26年6月号　町役場の電話番号　☎0463－７１－３３１１

　消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
所
得
の
低
い
方
々
や
子
育
て
世
帯
の
負
担

を
考
慮
し
た
国
の
施
策
『
臨
時
福
祉
給
付
金
』
と
『
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
』
の
申
請
方
法
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　対
象
と
な
る
方
は
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で
、

二
宮
町
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る

②
平
成
26
年
度
分
の
町
民
税（
均

　
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い

※

次
の
方
は
除
き
ま
す
。

 

・
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
被
扶
養
者

 

・
生
活
保
護
の
受
給
者

な
ど

支
給
額

　
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

　（
老
齢
基
礎
年
金
や
児
童
扶

養
手
当
な
ど
の
年
金
や
手
当
を

受
給
し
て
い
る
場
合
は
５
千
円

を
加
算
し
ま
す
。）

申
請
期
間

　
８
月
１
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
11
月
28
日
（
金
）

申
請
窓
口

　
臨
時
給
付
金
特
設
窓
口

　（
役
場
２
階
）※

郵
送
可

必
要
書
類

●
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
申
請

書
●
通
帳
写
し

●
本
人
確
認
書
類
の
写
し

※

加
算
対
象
の
年
金
や
手
当
を
受
給

で
き
る
方
は
、
９
月
30
日
ま
で
に

裁
定
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。（
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

支
給
対
象
者

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当
・

特
例
給
付
の
支
給
を
受
け
て
い
る

②
平
成
25
年
分
の
所
得
が
児
童
手
当

の
所
得
制
限
限
度
額
未
満
で
あ
る

対
象
児
童

　
支
給
対
象
者
の
平
成
26
年
１
月

分
の
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
対

象
と
な
る
児
童
（
平
成
26
年
３
月
31

日
で
中
学
校
を
修
了
し
た
児
童
も
含
む
）

※

次
の
方
は
除
き
ま
す
。

・
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者

・
生
活
保
護
の
受
給
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

支
給
額

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

申
請
期
間

　
６
月
２
日（
月
）〜
11
月
28
日（
金
）

申
請
窓
口

　
臨
時
給
付
金
特
設
窓
口

　（
役
場
２
階
）※

郵
送
可

※

児
童
手
当
の
現
況
届
と
一
緒
に

申
請
す
る
場
合
は
、子
ど
も
育

成
課
窓
口（
郵
送
可
）で
も
申
請

で
き
ま
す
。（
６
月
30
日（
月
）ま
で
）

※

公
務
員
の
方
は
所
属
庁
か
ら
発

行
さ
れ
た
申
請
書
と
証
明
書
に

よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
企
画
政
策
課
臨
時
給
付
金
担
当

　（
☎
71
‐
３
３
２
８
） 

臨
時
福
祉
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

臨 

時 

福 

祉 

給 

付 

金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

臨 

時 

福 

祉 

給 

付 

金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

◆
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

ど
ち
ら
か
１
つ
の
給
付
金
で
す
。

◆
基
準
日
（
平
成
26
年
１
月
１
日
）

に
生
ま
れ
た
方
は
給
付
金
の
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
基
準
日
の
翌
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
支
給
決
定
さ

れ
る
ま
で
の
間
に
亡
く
な
ら
れ
た

方
も
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

手続きを
忘れずに！

案内を郵送します
　確定申告などにより、平成26年
度町民税（均等割）が非課税となっ
た世帯主の方へ7月中旬に案内を
郵送します。
　上記以外の方で支給対象と思わ
れる方は、7月下旬に全戸配布す
る申請案内をご確認ください。

案内を郵送しました
　二宮町で平成26年1月分
の児童手当・特例給付を受
給されていた方へ、5月下
旬に案内を郵送しました。
　届いた案内をご確認のう
え手続きしてください。

【お詫びと訂正】
　広報にのみや5月号
で、厚生労働省の電話番
号に誤りがありました。
お詫びして訂正いたし
ます。
（正）☎0570-037-192
（誤）☎0570-037-6912

ホームページで確認じゃ！
　厚生労働省の特設ホーム
ページで自分が支給対象とな
るか確認することができます。

カクニンジャ

２つの給付金 検　索



3 広報にのみや 平成26年6月号　町役場の電話番号　☎0463－７１－３３１１

　消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
所
得
の
低
い
方
々
や
子
育
て
世
帯
の
負
担

を
考
慮
し
た
国
の
施
策
『
臨
時
福
祉
給
付
金
』
と
『
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
』
の
申
請
方
法
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　対
象
と
な
る
方
は
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で
、

二
宮
町
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る

②
平
成
26
年
度
分
の
町
民
税（
均

　
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い

※

次
の
方
は
除
き
ま
す
。

 

・
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
被
扶
養
者

 

・
生
活
保
護
の
受
給
者

な
ど

支
給
額

　
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

　（
老
齢
基
礎
年
金
や
児
童
扶

養
手
当
な
ど
の
年
金
や
手
当
を

受
給
し
て
い
る
場
合
は
５
千
円

を
加
算
し
ま
す
。）

申
請
期
間

　
８
月
１
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
11
月
28
日
（
金
）

申
請
窓
口

　
臨
時
給
付
金
特
設
窓
口

　（
役
場
２
階
）※

郵
送
可

必
要
書
類

●
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
申
請

書
●
通
帳
写
し

●
本
人
確
認
書
類
の
写
し

※

加
算
対
象
の
年
金
や
手
当
を
受
給

で
き
る
方
は
、
９
月
30
日
ま
で
に

裁
定
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。（
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

支
給
対
象
者

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当
・

特
例
給
付
の
支
給
を
受
け
て
い
る

②
平
成
25
年
分
の
所
得
が
児
童
手
当

の
所
得
制
限
限
度
額
未
満
で
あ
る

対
象
児
童

　
支
給
対
象
者
の
平
成
26
年
１
月

分
の
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
対

象
と
な
る
児
童
（
平
成
26
年
３
月
31

日
で
中
学
校
を
修
了
し
た
児
童
も
含
む
）

※

次
の
方
は
除
き
ま
す
。

・
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者

・
生
活
保
護
の
受
給
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

支
給
額

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

申
請
期
間

　
６
月
２
日（
月
）〜
11
月
28
日（
金
）

申
請
窓
口

　
臨
時
給
付
金
特
設
窓
口

　（
役
場
２
階
）※

郵
送
可

※

児
童
手
当
の
現
況
届
と
一
緒
に

申
請
す
る
場
合
は
、子
ど
も
育

成
課
窓
口（
郵
送
可
）で
も
申
請

で
き
ま
す
。（
６
月
30
日（
月
）ま
で
）

※
公
務
員
の
方
は
所
属
庁
か
ら
発

行
さ
れ
た
申
請
書
と
証
明
書
に

よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
企
画
政
策
課
臨
時
給
付
金
担
当

　（
☎
71
‐
３
３
２
８
） 

臨
時
福
祉
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

臨 

時 

福 

祉 

給 

付 

金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

臨 

時 

福 

祉 

給 

付 

金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

◆
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

ど
ち
ら
か
１
つ
の
給
付
金
で
す
。

◆
基
準
日
（
平
成
26
年
１
月
１
日
）

に
生
ま
れ
た
方
は
給
付
金
の
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
基
準
日
の
翌
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
支
給
決
定
さ

れ
る
ま
で
の
間
に
亡
く
な
ら
れ
た

方
も
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

手続きを
忘れずに！

案内を郵送します
　確定申告などにより、平成26年
度町民税（均等割）が非課税となっ
た世帯主の方へ7月中旬に案内を
郵送します。
　上記以外の方で支給対象と思わ
れる方は、7月下旬に全戸配布す
る申請案内をご確認ください。

案内を郵送しました
　二宮町で平成26年1月分
の児童手当・特例給付を受
給されていた方へ、5月下
旬に案内を郵送しました。
　届いた案内をご確認のう
え手続きしてください。

【お詫びと訂正】
　広報にのみや5月号
で、厚生労働省の電話番
号に誤りがありました。
お詫びして訂正いたし
ます。
（正）☎0570-037-192
（誤）☎0570-037-6912

ホームページで確認じゃ！
　厚生労働省の特設ホーム
ページで自分が支給対象とな
るか確認することができます。

カクニンジャ

２つの給付金 検　索



4広報にのみや 平成26年６月10日コミュニティバスに乗って
生活の足を守ろう！！

　
寝
具（
布
団
・
毛
布
・
マ
ッ
ト

レ
ス
・
枕
）の
乾
燥
消
毒
、丸
洗

い
を
実
施
し
ま
す
。

対
象

　
住
民
税
非
課
税
者

金
額

　
費
用
総
額
の
１
割
を
負
担

問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
健
康
長
寿
班

　
町
で
は
、
高
齢
者（
65
歳
以
上
）の
方
が
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
福
祉
サ
�
ビ
ス

　
　
　を
利
用
し
よ
う
！

高
齢
者
福
祉
サ
�
ビ
ス

　
　
　を
利
用
し
よ
う
！

●
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

●
高
齢
者
世
帯
の
方

　
　が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

●
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

●
高
齢
者
世
帯
の
方

　
　が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

●
ご
家
庭
で
生
活
さ
れ
て
い
る

　高
齢
者
の
方

　
　
　が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

●
ご
家
庭
で
生
活
さ
れ
て
い
る

　高
齢
者
の
方

　
　
　が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　
　
　そ
の
他
サ
ー
ビ
ス

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　
　
　そ
の
他
サ
ー
ビ
ス

寝
具
の
乾
燥
・
丸
洗
い

寝
具
の
乾
燥
・
丸
洗
い

　
身
体
的
ま
た
は
精
神
的
機
能

の
低
下
な
ど
で
食
事
を
作
る
こ

と
が
困
難
な
方
に
宅
配
し
ま
す
。

（
夕
飯
の
み
）

金
額（
１
食
あ
た
り
）

　
住
民
税
課
税
者
　…
５
１
５
円

　
住
民
税
非
課
税
者…
３
２
０
円

配
食
サ
ー
ビ
ス

配
食
サ
ー
ビ
ス

　
１
，０
０
０
円
分
の
訪
問
理

美
容
助
成
券（
理
美
容
店
舗
か

ら
居
宅
ま
で
の
出
張
費
補
助
）

を
支
給
し
ま
す
。（
申
請
月
よ
り

起
算
し
、２
か
月
に
１
枚
を
限

度
）

※

散
髪
代
は
自
己
負
担
で
す
。

対
象

　
要
介
護
３
〜
５
ま
た
は
身
体

障
害
者
下
肢
体
幹
１
・
２
級
と

認
め
ら
れ
て
い
る
方

　
核
家
族
化
が
進
み
、最
近
で

は「
独
居
高
齢
者
」や「
高
齢
者

の
み
の
世
帯
」が
増
え
て
き
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、救
急
隊
員
を
呼

ん
だ
際
に
、持
病
や
対
処
法
、緊

急
連
絡
先
な
ど
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
緊
急
時
医
療
情
報
シ
ー

ト
を
あ
ら
か
じ
め
記
入
し
て
お

く
と
、緊
急
の
際
に
ス
ム
ー
ズ

に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

対
象

　
町
内
在
住
の
75
歳
以
上
の
単

身
者
・
見
守
り
が
必
要
な
高
齢

者
の
み
の
世
帯

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

　
紙
お
む
つ
を
１
か
月
に
１
回

支
給
し
ま
す
。

※

所
得
に
応
じ
て
利
用
者
負
担

金
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま

す
。

対
象

　
一
人
で
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と

が
で
き
ず
に
、常
時
紙
お
む
つ

を
着
用
し
て
い
る
方

紙
お
む
つ
の
支
給

紙
お
む
つ
の
支
給

　
利
用
１
回
に
つ
き
７
１
０
円

を
限
度
と
し
た
助
成
券
を
支
給

し
ま
す
。（
１
か
月
に
２
枚
を
限
度
）

対
象

　
寝
た
き
り
、ま
た
は
下
肢
の

筋
力
低
下
や
車
椅
子
を
利
用
し

て
い
る
な
ど
、介
護
人
の
付
き

添
い
が
無
け
れ
ば
一
人
で
外
出

で
き
な
い
方

タ
ク
シ
ー
助
成
券

タ
ク
シ
ー
助
成
券

ほ
っ
と
安
心
ヘ
ル
パ
ー

ほ
っ
と
安
心
ヘ
ル
パ
ー

　
庭
の
草
取
り
や
部
屋
の
掃
除

な
ど
、
日
常
の
軽
作
業
の
援
助

を
行
い
ま
す
。
業
務
内
容
は
、

相
談
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

対
象

　
住
民
税
非
課
税
者

問
い
合
わ
せ

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　（
☎
71

－

０
６
８
１
）

緊
急
時
医
療
情
報
シ
ー
ト
事
業

　
緊
急
時
医
療
情
報
シ
ー
ト
事

業
に
登
録
し
、情
報
提
供
に
同

意
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
情
報

（
常
用
薬
や
緊
急
連
絡
先
な
ど
）

は
、民
生
委
員
児
童
委
員
や
地

区
長
に
提
供
し
災
害
な
ど
緊
急

時
の
確
認
や
避
難
所
で
の
生
活

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
登
録

　
電
話
回
線
を
使
用
し
た
通
報

ボ
タ
ン
付
き
ペ
ン
ダ
ン
ト
、火

災
警
報
器
を
無
料
で
設
置
で
き

ま
す
。

　
緊
急
時
や
火
災
の
際
に
簡
単

に
通
報
で
き
、速
や
か
に
消
防

本
部
な
ど
関
係
機
関
へ
連
絡
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

介
護
保
険
料
所
得
段
階（
5

ペ
ー
ジ
参
照
）に
よ
り
、月
々

利
用
者
負
担
料
が
か
か
り
ま

す
。

※

詳
細
は
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
73‐

０
２
９
４
）へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

 専用ケースに入れて

冷蔵庫に貼ってください！ 専用ケースに入れて

冷蔵庫に貼ってください！

65歳以上の方の介護保険料（所得段階別保険料年額）
所得段階 対象となる方 基準額に対する割合 保険料（年額）

※「老齢福祉年金」とは、明治44年（1911年）4年1日以前に生まれた方、または大正5年（1916年）4月1日以前に
　生まれた方で一定の要件を満たしている方が受けている年金です。   
※「所得」とは、実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し引いた額です。   

　介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
自
立
し
た
日
常
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

　原
則
40
歳
以
上
の
方
す
べ
て
が
加
入
し
、
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
制
度
の
健

全
な
運
営
の
た
め
、
必
ず
介
護
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

5 広報にのみや 平成26年６月号　町役場の電話番号　☎0463－７１－３３１１

 

問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
介
護
保
険
班

　
介
護
保
険
で
は
、
65
歳
以
上

の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）
と

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
（
第

２
号
被
保
険
者
）
で
保
険
料
の

納
め
方
が
異
な
り
ま
す
。

　
年
齢
や
年
金
受
給
状
況
な
ど

に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
納
付
方

法
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　『
特
別
徴
収
』と『
普
通
徴
収
』

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

■
特
別
徴
収

対
象

　
受
給
し
て
い
る
年
金
額
が
年

18
万
円
以
上
の
方

徴
収
方
法

　
公
的
年
金
受
給
（
年
６
回
）

の
際
に
天
引
き

〜
介
護
保
険
は
社
会
全
体
で
支
え
る
相
互
扶
助
制
度
で
す
〜

〜
介
護
保
険
は
社
会
全
体
で
支
え
る
相
互
扶
助
制
度
で
す
〜

介
護
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う

介
護
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う

65
歳
以
上
の
方

65
歳
以
上
の
方

　
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の

保
険
料（
税
）と
一
緒
に
納
め
ま

す
。

■
給
与
所
得
者

　（サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
）

　
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

※

加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
組

合
・
共
済
組
合
に
よ
っ
て
支
払

い
方
法
や
算
定
方
式
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
加
入
し
て

い
る
組
合
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

40
〜
64
歳
の
方

40
〜
64
歳
の
方

■
普
通
徴
収

対
象

　
特
別
徴
収
の
要
件
に
該
当
し

な
い
方

納
付
方
法

　
６
月
中
旬
に
郵
送
す
る
納
付

書
で
金
融
機
関
や
役
場
で
納
付

※

介
護
保
険
料
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
は
納
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
へ
の

移
行

　
65
歳
に
な
ら
れ
た
当
初
は
普

通
徴
収
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
後
、
特
別
徴
収
の
対
象

に
該
当
し
た
場
合
は
、
お
お
む

ね
６
〜
10
か
月
後
よ
り
年
金
か

ら
の
天
引
き
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

普
通
徴
収
の
方
へ

普
通
徴
収
の
方
へ

　
保
険
料
の
納
付
の
手
間
を
無

く
し
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
は
、
町
内
の
金
融
機

関
や
役
場
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

保
険
料
を
滞
納
す
る
と

保
険
料
を
滞
納
す
る
と

　
保
険
料
の
滞
納
が
続
く
場
合
、

未
納
期
間
に
応
じ
て
給
付
（
介

護
サ
ー
ビ
ス
）
が
一
時
差
し
止

め
に
な
っ
た
り
、
利
用
者
負
担

が
１
割
か
ら
３
割
に
な
っ
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
な
く
て
も
、
将
来
利
用

す
る
場
合
に
制
限
が
出
て
き
ま

す
の
で
、
保
険
料
は
必
ず
納
め

て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
（
自
営
業
の
方
な
ど
）

　
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
の

一
部
が
介
護
保
険
料
と
し
て
納

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第１段階

第２段階

第５段階

第６段階

第７段階

基準額×0.65

基準額×0.75

基準額×0.95

基準額

基準額×1.25

基準額×1.5

基準額×1.7

24,360 円（年額）
2,030円（月額）

31,668 円（年額）
2,639円（月額）

36,540 円（年額）
3,045円（月額）

46,284 円（年額）
3,857円（月額）

48,720 円（年額）
4,060円（月額）

60,900 円（年額）
5,075（月額）

73,080 円（年額）
6,090円（月額）

82,824 円（年額）
6,902円（月額）

第３段階

第４段階

○生活保護受給の方
○老齢福祉年金受給者で、世帯全員が
町民税非課税の方
世帯全員が町民税非課税の方で、
前年の合計所得金額と公的年金等収入
額の合計が80万円以下の方

世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人
は町民税非課税の方で、前年の合計所得金額と
公的年金等収入額の合計が80万円以下の方
世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人
は町民税非課税の方で、前年の合計所得金額と
公的年金等収入額の合計が80万円を超える方

世帯全員が町民税非課税の方で、前年の
合計所得金額と公的年金等収入額の合計
が80万円を超え120万円以下の方
世帯全員が町民税非課税の方で、前年の
合計所得金額と公的年金等収入額の合計
が120万円を超える方

本人が町民税課税で、前年の合計所得金
額が200万円未満の方

本人が町民税課税で、前年の合計所得
金額が200万円以上400万円未満の方

本人が町民税課税で、前年の合計所得
金額が400万円以上の方

基準額×0.5



65歳以上の方の介護保険料（所得段階別保険料年額）
所得段階 対象となる方 基準額に対する割合 保険料（年額）

※「老齢福祉年金」とは、明治44年（1911年）4年1日以前に生まれた方、または大正5年（1916年）4月1日以前に
　生まれた方で一定の要件を満たしている方が受けている年金です。   
※「所得」とは、実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し引いた額です。   

　介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
自
立
し
た
日
常
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

　原
則
40
歳
以
上
の
方
す
べ
て
が
加
入
し
、
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
制
度
の
健

全
な
運
営
の
た
め
、
必
ず
介
護
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。
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問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
介
護
保
険
班

　
介
護
保
険
で
は
、
65
歳
以
上

の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）
と

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
（
第

２
号
被
保
険
者
）
で
保
険
料
の

納
め
方
が
異
な
り
ま
す
。

　
年
齢
や
年
金
受
給
状
況
な
ど

に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
納
付
方

法
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　『
特
別
徴
収
』と『
普
通
徴
収
』

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

■
特
別
徴
収

対
象

　
受
給
し
て
い
る
年
金
額
が
年

18
万
円
以
上
の
方

徴
収
方
法

　
公
的
年
金
受
給
（
年
６
回
）

の
際
に
天
引
き

〜
介
護
保
険
は
社
会
全
体
で
支
え
る
相
互
扶
助
制
度
で
す
〜

〜
介
護
保
険
は
社
会
全
体
で
支
え
る
相
互
扶
助
制
度
で
す
〜

介
護
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う

介
護
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う

65
歳
以
上
の
方

65
歳
以
上
の
方

　
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の

保
険
料（
税
）と
一
緒
に
納
め
ま

す
。

■
給
与
所
得
者

　（サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
）

　
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

※

加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
組

合
・
共
済
組
合
に
よ
っ
て
支
払

い
方
法
や
算
定
方
式
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
加
入
し
て

い
る
組
合
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

40
〜
64
歳
の
方

40
〜
64
歳
の
方

■
普
通
徴
収

対
象

　
特
別
徴
収
の
要
件
に
該
当
し

な
い
方

納
付
方
法

　
６
月
中
旬
に
郵
送
す
る
納
付

書
で
金
融
機
関
や
役
場
で
納
付

※

介
護
保
険
料
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
は
納
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
へ
の

移
行

　
65
歳
に
な
ら
れ
た
当
初
は
普

通
徴
収
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
後
、
特
別
徴
収
の
対
象

に
該
当
し
た
場
合
は
、
お
お
む

ね
６
〜
10
か
月
後
よ
り
年
金
か

ら
の
天
引
き
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

普
通
徴
収
の
方
へ

普
通
徴
収
の
方
へ

　
保
険
料
の
納
付
の
手
間
を
無

く
し
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
は
、
町
内
の
金
融
機

関
や
役
場
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

保
険
料
を
滞
納
す
る
と

保
険
料
を
滞
納
す
る
と

　
保
険
料
の
滞
納
が
続
く
場
合
、

未
納
期
間
に
応
じ
て
給
付
（
介

護
サ
ー
ビ
ス
）
が
一
時
差
し
止

め
に
な
っ
た
り
、
利
用
者
負
担

が
１
割
か
ら
３
割
に
な
っ
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
な
く
て
も
、
将
来
利
用

す
る
場
合
に
制
限
が
出
て
き
ま

す
の
で
、
保
険
料
は
必
ず
納
め

て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
（
自
営
業
の
方
な
ど
）

　
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
の

一
部
が
介
護
保
険
料
と
し
て
納

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第１段階

第２段階

第５段階

第６段階

第７段階

基準額×0.65

基準額×0.75

基準額×0.95

基準額

基準額×1.25

基準額×1.5

基準額×1.7

24,360 円（年額）
2,030円（月額）

31,668 円（年額）
2,639円（月額）

36,540 円（年額）
3,045円（月額）

46,284 円（年額）
3,857円（月額）

48,720 円（年額）
4,060円（月額）

60,900 円（年額）
5,075（月額）

73,080 円（年額）
6,090円（月額）

82,824 円（年額）
6,902円（月額）

第３段階

第４段階

○生活保護受給の方
○老齢福祉年金受給者で、世帯全員が
町民税非課税の方
世帯全員が町民税非課税の方で、
前年の合計所得金額と公的年金等収入
額の合計が80万円以下の方

世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人
は町民税非課税の方で、前年の合計所得金額と
公的年金等収入額の合計が80万円以下の方
世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人
は町民税非課税の方で、前年の合計所得金額と
公的年金等収入額の合計が80万円を超える方

世帯全員が町民税非課税の方で、前年の
合計所得金額と公的年金等収入額の合計
が80万円を超え120万円以下の方
世帯全員が町民税非課税の方で、前年の
合計所得金額と公的年金等収入額の合計
が120万円を超える方

本人が町民税課税で、前年の合計所得金
額が200万円未満の方

本人が町民税課税で、前年の合計所得
金額が200万円以上400万円未満の方

本人が町民税課税で、前年の合計所得
金額が400万円以上の方

基準額×0.5
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※保険料は、均等割額と所得割額の合計額となります。
※所得割額は、前年総所得金額などから基礎控除額（33万円）を控除した額に所得割率を掛けた
額となります。

保
険
料
率
が
改
定
さ
れ
ま
す

保
険
料
率
が
改
定
さ
れ
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
平
成
20
年
度
に
創
設
さ
れ
た
、

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と

す
る
医
療
制
度
で
す
。

　
神
奈
川
県
で
は
、
全
市
町
村

で
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

を
組
織
し
、
制
度
を
運
用
し
て

い
ま
す
。

決
定
通
知
書
な
ど
を
郵
送
し
ま
す

決
定
通
知
書
な
ど
を
郵
送
し
ま
す

　
平
成
26
年
度
の
保
険
料
は
、

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
神
奈
川

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
算
定
し
、
７
月
初
旬
に
保
険

料
額
決
定
通
知
書
や
納
付
書
を

郵
送
し
ま
す
。

　
郵
送
で
届
い
た
納
付
書
で
年

９
期
に
分
け
て
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

は
納
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※

一
定
額
以
上
の
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
は
、
そ
の
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

※

保
険
料
の
納
付
の
手
間
を
無

く
し
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は

町
内
の
金
融
機
関
や
役
場
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

８
月
１
日
か
ら
被
保
険

者
証
が
変
わ
り
ま
す

８
月
１
日
か
ら
被
保
険

者
証
が
変
わ
り
ま
す

　
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険

者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
26

年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
７
月
中
旬
に
新
し
い
被
保
険

者
証
を
書
留
で
郵
送
し
ま
す
の

で
、
８
月
１
日
以
降
は
新
し
い

被
保
険
者
証
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

健
全
運
営
の
た
め
に

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

健
全
運
営
の
た
め
に

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
多

く
の
財
源
は
、
公
費
や
現
役
世

代
か
ら
の
支
援
金
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
医
療
費
を
抑
制
し
、
健
全
に

運
営
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん

一
人
一
人
が
普
段
か
ら
健
康
管

理
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
毎
年
、
町
で
は
、
75
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
、
健
康
診
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
積
極
的
に
受
診
し
、
健
康
管

理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

※

健
康
診
査
の
詳
細
は
８
〜
９

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

　
保
険
医
療
課
保
険
年
金
班

保
険
料
率
の
算
定

保
険
料
率
の
算
定

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

約
１
割
が
保
険
料
、
残
り
の
９

割
が
国
・
県
・
市
町
村
の
負
担

金
や
74
歳
以
下
の
方
の
医
療
保

険
か
ら
の
支
援
金
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
安
定
し
た
財
政
運
営
を
図
る

た
め
、
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
で
は
、
２
年
ご

と
に
費
用
と
収
入
を
見
込
み
保

険
料
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
安
定
し
た
財
政
運
営
を
図
る
た

め
２
年
ご
と
に
見
直
し
て
い
る
保
険
料
率
が
、
次
の
と
お
り

改
定
さ
れ
ま
す
。

救える命を守ろう
救急車の適正利用をお願いします

の

保険料率は
　県下全市町

村で

　　　同一で
す

変
更
点

●
被
保
険
者
証
の
色

　《
だ
い
だ
い
色
》↓

　《
水
色
（
上
部
に
青
帯
入
）》

※

現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険

者
証
は
、
有
効
期
限
が
切
れ

次
第
破
棄
す
る
か
、
町
保
険

医
療
課
ま
で
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

※
８
月
１
日
を
過
ぎ
て
も
被
保

険
者
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

均等割額（年額）

平成26・27年度（A） 平成24・25年度（B） 比較（A－B）

所 得 割 率
保険料限度額

後期高齢者医療保険料の保険料率などの比較

42,580円 41,099円 1,481円

8.30％ 8.01％ 0.29％
57万円 55万円 2万円
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わ
た
し
た
ち
が
生
き
る
う
え

の
基
本
的
な
知
識
で
あ
り
、
知

識
・
道
徳
・
体
育
教
育
の
基
盤

と
な
る
べ
き
も
の
で
す
。

　
主
に
次
の
こ
と
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
食
べ
物
に
関
す
る
知
識

●
食
べ
物
を
選
ぶ
力

●
食
べ
物
へ
の
感
謝
の
心

問
い
合
わ
せ

　
企
画
政
策
課
企
画
調
整
班

　『食
』は
、生
涯
に
わ
た
り
、
わ
た
し
た
ち
の
体
や
心
の
健
康
に
大

き
く
影
響
す
る
大
切
な
こ
と
で
す
。

　こ
の
機
会
に『
食
』に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

　健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
《
仕
事
と
生
活
の
調

和
》
が
重
要
で
す
。

　仕
事
と
生
活
の
両
立
は
、
男

女
共
通
の
課
題
で
す
。

　こ
の
機
会
に
自
分
の
生
活
を

見
つ
め
直
し
、
仕
事
と
生
活
の

調
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

食
育
と
は

　
　

　
町
で
は
、
食
育
を
は
じ
め
運

動
や
口
腔
ケ
ア
な
ど
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
学
び
、
町
民
の
食

生
活
改
善
を
応
援
す
る
『
食
生

活
改
善
推
進
員
』
と
な
る
た
め

の
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
ご
自
身
や
ご
家
族
の
食
生
活

を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
一
緒

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
ま
せ

ん
か
？

※
食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
二
宮

町
食
生
活
改
善
推
進
団
体
『
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
二
宮
』
に
所
属
し

て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
養
成
講
座
は
6
月
19
日
ま
で

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
食
育

推
進
を
図
る
た
め
『
二
宮
町
健

康
増
進
計
画
・
食
育
推
進
計
画
』

を
策
定
中
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

　
保
険
医
療
課
医
療
予
防
班

　（
☎
71

－

７
１
０
０
）

　『
わ
た
し
た
ち
の
健
康
は
、

わ
た
し
た
ち
の
手
で
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
食
育
活
動
や
生

活
習
慣
病
予
防
な
ど
、
食
生
活

を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く
り
の

活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
す
。

主
な
活
動

●
親
と
子
の
料
理
教
室
の
開
催

●
男
の
料
理
教
室
の
開
催

●
二
宮
の
郷
土
料
理
集
の
作
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

な
ど

　
図
書
館
２
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
男
女
共
同
に
つ
い
て
楽
し
く

学
べ
る
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

と
き

　
６
月
４
日（
水
）〜

　
　
　
　
　
　
　
29
日（
日
）

※
図
書
館
の
休
館
日
は
除
き
ま
す
。

調
和
の
実
現

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
と
は
、
仕
事
と
生
活
を
共
存

さ
せ
な
が
ら
、
持
っ
て
い
る
能

力
を
十
分
に
発
揮
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
望
む
人
生
を
生
き
る
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
労
働
時
間

を
短
縮
す
る
以
外
に
も
、
次
の

よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
就
業
環
境

を
選
択
す
る
こ
と
も
1
つ
の
手

法
で
す
。

・
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

・
在
宅
勤
務

・
長
期
休
業
　
　
　
　
　
な
ど

男
性
と
女
性
が
担
い
あ
う

　
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み

は
、
決
し
て
女
性
の
た
め
だ
け

で
は
な
く
、男
性
が
「
男
ら
し
さ
」

の
重
荷
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と

も
大
き
な
目
標
で
す
。

　
男
性
の
長
時
間
労
働
や
家
庭

で
の
経
済
的
責
任
の
緩
和
、
女

性
の
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
な
ど
、

男
性
と
女
性
が
お
互
い
に
仕
事

や
家
事
を
担
い
あ
う
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
よ

り
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

一
緒
に
学
ぼ
う
！

　
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

　
　
　二
宮
と
は
？

〜
６
月
は
食
育
月
間
で
す
〜

〜
６
月
は
食
育
月
間
で
す
〜

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

第3回

を
考
え
よ
う
！

男女共同参画週間
～家事場のパパヂカラ～
6月23日（月）
　　　～29日（日）
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わ
た
し
た
ち
が
生
き
る
う
え

の
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的
な
知
識
で
あ
り
、
知

識
・
道
徳
・
体
育
教
育
の
基
盤

と
な
る
べ
き
も
の
で
す
。

　
主
に
次
の
こ
と
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
食
べ
物
に
関
す
る
知
識

●
食
べ
物
を
選
ぶ
力

●
食
べ
物
へ
の
感
謝
の
心

問
い
合
わ
せ

　
企
画
政
策
課
企
画
調
整
班

　『食
』は
、生
涯
に
わ
た
り
、
わ
た
し
た
ち
の
体
や
心
の
健
康
に
大

き
く
影
響
す
る
大
切
な
こ
と
で
す
。

　こ
の
機
会
に『
食
』に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

　健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
《
仕
事
と
生
活
の
調

和
》
が
重
要
で
す
。

　仕
事
と
生
活
の
両
立
は
、
男

女
共
通
の
課
題
で
す
。

　こ
の
機
会
に
自
分
の
生
活
を

見
つ
め
直
し
、
仕
事
と
生
活
の

調
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

食
育
と
は

　
　

　
町
で
は
、
食
育
を
は
じ
め
運

動
や
口
腔
ケ
ア
な
ど
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
学
び
、
町
民
の
食

生
活
改
善
を
応
援
す
る
『
食
生

活
改
善
推
進
員
』
と
な
る
た
め

の
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
ご
自
身
や
ご
家
族
の
食
生
活

を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
一
緒

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
ま
せ

ん
か
？

※
食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
二
宮

町
食
生
活
改
善
推
進
団
体
『
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
二
宮
』
に
所
属
し

て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
養
成
講
座
は
6
月
19
日
ま
で

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
食
育

推
進
を
図
る
た
め
『
二
宮
町
健

康
増
進
計
画
・
食
育
推
進
計
画
』

を
策
定
中
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

　
保
険
医
療
課
医
療
予
防
班

　（
☎
71

－

７
１
０
０
）

　『
わ
た
し
た
ち
の
健
康
は
、

わ
た
し
た
ち
の
手
で
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
食
育
活
動
や
生

活
習
慣
病
予
防
な
ど
、
食
生
活

を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く
り
の

活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
す
。

主
な
活
動

●
親
と
子
の
料
理
教
室
の
開
催

●
男
の
料
理
教
室
の
開
催

●
二
宮
の
郷
土
料
理
集
の
作
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

な
ど

　
図
書
館
２
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
男
女
共
同
に
つ
い
て
楽
し
く

学
べ
る
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

と
き

　
６
月
４
日（
水
）〜

　
　
　
　
　
　
　
29
日（
日
）

※
図
書
館
の
休
館
日
は
除
き
ま
す
。

調
和
の
実
現

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
と
は
、
仕
事
と
生
活
を
共
存

さ
せ
な
が
ら
、
持
っ
て
い
る
能

力
を
十
分
に
発
揮
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
望
む
人
生
を
生
き
る
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
労
働
時
間

を
短
縮
す
る
以
外
に
も
、
次
の

よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
就
業
環
境

を
選
択
す
る
こ
と
も
1
つ
の
手

法
で
す
。

・
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

・
在
宅
勤
務

・
長
期
休
業
　
　
　
　
　
な
ど

男
性
と
女
性
が
担
い
あ
う

　
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み

は
、
決
し
て
女
性
の
た
め
だ
け

で
は
な
く
、男
性
が
「
男
ら
し
さ
」

の
重
荷
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と

も
大
き
な
目
標
で
す
。

　
男
性
の
長
時
間
労
働
や
家
庭

で
の
経
済
的
責
任
の
緩
和
、
女

性
の
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
な
ど
、

男
性
と
女
性
が
お
互
い
に
仕
事

や
家
事
を
担
い
あ
う
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
よ

り
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

一
緒
に
学
ぼ
う
！

　
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

　
　
　二
宮
と
は
？

〜
６
月
は
食
育
月
間
で
す
〜

〜
６
月
は
食
育
月
間
で
す
〜

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

第3回

を
考
え
よ
う
！

男女共同参画週間
～家事場のパパヂカラ～
6月23日（月）
　　　～29日（日）
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対
象
者

　
４
月
１
日
現
在
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以

上
の
方
（
今
年
度
中
に
到
達
す

る
方
含
む
）
ま
た
は
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
中
の
方

※
対
象
者
に
は
６
月
下
旬
に
受

診
券
を
郵
送
し
ま
す
。

特
定
保
健
指
導

　
健
康
診
査
の
結
果
に
よ
り
、

該
当
と
な
る
方
へ
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
た
め
の
特
定
保
健
指

導
を
個
別
に
案
内
し
ま
す
。

　
案
内
が
届
い
た
方
は
、
次
の

よ
う
な
運
動
教
室
や
個
別
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
運
動
教
室

　
健
康
運
動
指
導
士
が
一
人
一

人
に
合
っ
た
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を

作
成
し
、
継
続
し
て
運
動
す
る

環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

●
個
別
相
談

　
生
活
や
食
事
の
習
慣
を
見
直

し
、
改
善
で
き
そ
う
な
こ
と
か

ら
実
践
し
て
い
け
る
よ
う
、
保

健
師
と
管
理
栄
養
士
が
個
別
で

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

※
案
内
が
来
な
か
っ
た
方
も
利

用
で
き
ま
す
。（
要
予
約
）

　
日
本
人
の
死
因
の
約
３
割
は

生
活
習
慣
病
（
が
ん
は
除
く
）

が
原
因
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
？

　
特
定
健
康
診
査
・
健
康
診
査

は
、
生
活
習
慣
病
に
着
目
し
た

健
診
で
す
。

　
年
に
１
回
健
診
を
受
け
、
今

の
自
分
の
健
康
状
態
と
向
き
合

い
ま
し
ょ
う
。

      

問
い
合
わ
せ

　
保
険
医
療
課
医
療
予
防
班

　（
☎
71

－

７
１
０
０
）

　
７
月
１
日（
火
）〜
10
月
31
日（
金
）ま
で
の
４
か
月
間
、
特
定
健
康

診
査
・
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
、
健
康
状
態
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

40
〜
74
歳
の

受
診
の
流
れ

特
定
健
康
診
査
75
歳
以
上
の

健
康
診
査

医療機関名・電話番号
井上整形外科
　　☎72-4114

要予約
　（電話予約可）

要予約
　（電話予約可）

腹囲

身長・体重・ＢＭＩ

血圧

内臓脂肪の蓄積

高血圧症→( 動脈硬化症 )

脂質異常症→( 動脈硬化症 )

肝臓や胆のう・胆管の異常

糖尿病、糖尿病の合併症など

糖尿病、腎臓・尿路系の異常など

貧血

糖尿病

腎機能低下

痛風、動脈硬化症

心臓の働き

肺がん、肺結核、心拡大など

大腸がん

前立腺がん

Ｃ型肝炎

500 円（200 円）

500 円（300 円）

500 円（300 円）

1,000 円（600 円）

800 円（600 円）

脂質

肝機能

腎機能

貧血

胸部レントゲン

便潜血

ＰＳＡ

Ｃ型肝炎ウイルス検査

中性脂肪

ＨＤＬコレステロール

ＬＤＬコレステロール

ＧＯＴ（AST）

ＧＰＴ（ALT）

γ-ＧＴ（γ-GTP）

ヘモグロビンＡ１ｃ

空腹時血糖

クレアチニン

尿酸

赤血球

ヘマトクリット値

血色素

心電図

血糖

尿糖

尿たんぱく

血糖

予約不要

予約不要

予約不要

要予約
　（電話予約可）

要予約
　（電話予約可）

要予約
　（電話予約可）

要予約
　（電話予約可）

要予約
　（電話予約可）

要予約
　（電話予約可）

要予約
　（電話予約可）
レントゲンなし

尾上クリニック
　　☎71-1612

加藤クリニック
　　☎71-8443

百合が丘 1-1-1

二宮 795

百合が丘 2-4-1

二宮 884-1

二宮 821-10

二宮 122-8

二宮 904

中里 989-7

二宮 479-5

百合が丘 2-1-2

二宮 1048-2

月･火･水･木･金 9:00 ～ 11:30、15:00 ～ 17:00
土 9:00 ～ 11:30
月･木･金 9:00 ～ 11:30、15:00 ～ 17:00
火･土 9:00 ～ 11:30
月･火･木･金 8:45 ～ 11:30、15:00 ～ 16:00
水･土 8:45 ～ 11:30

月･火･水・金 8:45 ～ 12:00

水･木･金 10:00 ～ 18:00

( 休みなし ) 9:00 ～ 12:00、14:00 ～ 17:00

月･火･水･金 9:00 ～ 11:30、15:00 ～ 17:00

月･火･木･金 9:00 ～ 12:00、15:00 ～ 18:00
水･土 9:00 ～ 12:00
月･火･金 9:00 ～ 11:30、15:00 ～ 17:00
水・土 9:00 ～ 11:30

月･火･木 9:00 ～ 12:00、14:00 ～ 17:00
金 9:00 ～ 12:00、15:00 ～ 17:00
土 9:00 ～ 12:00
月･火･木･金 8:30 ～ 12:30、15:00 ～ 18:00
土 8:30 ～ 12:15、14:00 ～ 16:30
火･水･金 9:00 ～ 11:00、15:00 ～ 16:00
月･土 9:00 ～ 11:00

さだもとクリニック
　　☎72-5737

住田医院
　　☎71-0179

たけすえ小児科
　　☎71-9735
西山クリニック
　　☎71-1212

二宮しおみクリニック
　　☎70-6288

百合が丘クリニック
　　☎73-0082

横山医院
　　☎72-2580

二宮胃腸内科クリニック
　　☎73-2911

こうの内科・循環器科クリニック
　　☎72-6701

住　所 実施日時 備　考
検査項目 結果から疑われること 費　用

( 注 ) 都合により休診となる場合がありますのでご注意ください。
( 注 ) 食後 10 時間以上あけて受診してください。ただし、水とお茶は飲んでかまいません。

※網かけはメタボリックシンドロームの判定項目です。
※詳しくは、受診医療機関で検診結果を受け取り、ご自分の数値を踏まえて医師にお聞きください。

温水プールで健康づくり！
お得な年間パスポートもご利用ください

平成26年度　特定健康診査・健康診査実施医療機関および実施時間一覧表（50音順）

　
そ
の
ほ
か
、
保
健
師
・
管
理
栄
養

士
が
皆
さ
ん
の
健
康
の
悩
み
・
不
安

な
ど
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
い

つ
で
も
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

共
通
項
目

任
意
項
目

1,500円（800円）

※(　) 内は、次のいず

れかに該当する方の

自己負担額

・70歳以上

・町民税非課税世帯

・65～69歳で障害者手

帳（1～3級）を持っ

ている方

受診券が届く
　対象の方へ６月
下旬に受診券が届
きます。

健診を申し込む
　健診の予約をしてく
ださい。（備考欄に予約
不要とある医療機関は
不要）

健診を受診する
　実施期間後半は医
療機関が混みますの
で早めに受診してく
ださい。

健診結果を受け取る
　健診を受けた医療機関
を再度受診し、医師の説
明を受けて健診結果（受
診者控え）を受け取って
ください。

特定保健指導を受ける
　該当者には受診の約２か月後に
特定保健指導の案内が届きます。
　都合の良い日時を電話などでご
連絡いただき、特定保健指導を受
けてください。

選択項目

該当者
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対
象
者

　
４
月
１
日
現
在
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以

上
の
方
（
今
年
度
中
に
到
達
す

る
方
含
む
）
ま
た
は
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
中
の
方

※
対
象
者
に
は
６
月
下
旬
に
受

診
券
を
郵
送
し
ま
す
。

特
定
保
健
指
導

　
健
康
診
査
の
結
果
に
よ
り
、

該
当
と
な
る
方
へ
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
た
め
の
特
定
保
健
指

導
を
個
別
に
案
内
し
ま
す
。

　
案
内
が
届
い
た
方
は
、
次
の

よ
う
な
運
動
教
室
や
個
別
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
運
動
教
室

　
健
康
運
動
指
導
士
が
一
人
一

人
に
合
っ
た
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を

作
成
し
、
継
続
し
て
運
動
す
る

環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

●
個
別
相
談

　
生
活
や
食
事
の
習
慣
を
見
直

し
、
改
善
で
き
そ
う
な
こ
と
か

ら
実
践
し
て
い
け
る
よ
う
、
保

健
師
と
管
理
栄
養
士
が
個
別
で

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

※
案
内
が
来
な
か
っ
た
方
も
利

用
で
き
ま
す
。（
要
予
約
）

　
日
本
人
の
死
因
の
約
３
割
は

生
活
習
慣
病
（
が
ん
は
除
く
）

が
原
因
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
？

　
特
定
健
康
診
査
・
健
康
診
査

は
、
生
活
習
慣
病
に
着
目
し
た

健
診
で
す
。

　
年
に
１
回
健
診
を
受
け
、
今

の
自
分
の
健
康
状
態
と
向
き
合

い
ま
し
ょ
う
。

      

問
い
合
わ
せ

　
保
険
医
療
課
医
療
予
防
班

　（
☎
71

－

７
１
０
０
）

　
７
月
１
日（
火
）〜
10
月
31
日（
金
）ま
で
の
４
か
月
間
、
特
定
健
康

診
査
・
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
、
健
康
状
態
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

40
〜
74
歳
の

受
診
の
流
れ

特
定
健
康
診
査
75
歳
以
上
の

健
康
診
査

医療機関名・電話番号
井上整形外科
　　☎72-4114

要予約
　（電話予約可）

要予約
　（電話予約可）

腹囲

身長・体重・ＢＭＩ

血圧

内臓脂肪の蓄積

高血圧症→( 動脈硬化症 )

脂質異常症→( 動脈硬化症 )

肝臓や胆のう・胆管の異常

糖尿病、糖尿病の合併症など

糖尿病、腎臓・尿路系の異常など

貧血

糖尿病

腎機能低下

痛風、動脈硬化症

心臓の働き

肺がん、肺結核、心拡大など

大腸がん

前立腺がん

Ｃ型肝炎

500 円（200 円）

500 円（300 円）

500 円（300 円）

1,000 円（600 円）

800 円（600 円）

脂質

肝機能

腎機能

貧血

胸部レントゲン

便潜血

ＰＳＡ

Ｃ型肝炎ウイルス検査

中性脂肪

ＨＤＬコレステロール

ＬＤＬコレステロール

ＧＯＴ（AST）

ＧＰＴ（ALT）

γ-ＧＴ（γ-GTP）

ヘモグロビンＡ１ｃ

空腹時血糖

クレアチニン

尿酸

赤血球

ヘマトクリット値

血色素

心電図

血糖

尿糖

尿たんぱく

血糖

予約不要

予約不要

予約不要

要予約
　（電話予約可）

要予約
　（電話予約可）

要予約
　（電話予約可）

要予約
　（電話予約可）

要予約
　（電話予約可）

要予約
　（電話予約可）

要予約
　（電話予約可）
レントゲンなし

尾上クリニック
　　☎71-1612

加藤クリニック
　　☎71-8443

百合が丘 1-1-1

二宮 795

百合が丘 2-4-1

二宮 884-1

二宮 821-10

二宮 122-8

二宮 904

中里 989-7

二宮 479-5

百合が丘 2-1-2

二宮 1048-2

月･火･水･木･金 9:00 ～ 11:30、15:00 ～ 17:00
土 9:00 ～ 11:30
月･木･金 9:00 ～ 11:30、15:00 ～ 17:00
火･土 9:00 ～ 11:30
月･火･木･金 8:45 ～ 11:30、15:00 ～ 16:00
水･土 8:45 ～ 11:30

月･火･水・金 8:45 ～ 12:00

水･木･金 10:00 ～ 18:00

( 休みなし ) 9:00 ～ 12:00、14:00 ～ 17:00

月･火･水･金 9:00 ～ 11:30、15:00 ～ 17:00

月･火･木･金 9:00 ～ 12:00、15:00 ～ 18:00
水･土 9:00 ～ 12:00
月･火･金 9:00 ～ 11:30、15:00 ～ 17:00
水・土 9:00 ～ 11:30

月･火･木 9:00 ～ 12:00、14:00 ～ 17:00
金 9:00 ～ 12:00、15:00 ～ 17:00
土 9:00 ～ 12:00
月･火･木･金 8:30 ～ 12:30、15:00 ～ 18:00
土 8:30 ～ 12:15、14:00 ～ 16:30
火･水･金 9:00 ～ 11:00、15:00 ～ 16:00
月･土 9:00 ～ 11:00

さだもとクリニック
　　☎72-5737

住田医院
　　☎71-0179

たけすえ小児科
　　☎71-9735
西山クリニック
　　☎71-1212

二宮しおみクリニック
　　☎70-6288

百合が丘クリニック
　　☎73-0082

横山医院
　　☎72-2580

二宮胃腸内科クリニック
　　☎73-2911

こうの内科・循環器科クリニック
　　☎72-6701

住　所 実施日時 備　考
検査項目 結果から疑われること 費　用

( 注 ) 都合により休診となる場合がありますのでご注意ください。
( 注 ) 食後 10 時間以上あけて受診してください。ただし、水とお茶は飲んでかまいません。

※網かけはメタボリックシンドロームの判定項目です。
※詳しくは、受診医療機関で検診結果を受け取り、ご自分の数値を踏まえて医師にお聞きください。

温水プールで健康づくり！
お得な年間パスポートもご利用ください

平成26年度　特定健康診査・健康診査実施医療機関および実施時間一覧表（50音順）

　
そ
の
ほ
か
、
保
健
師
・
管
理
栄
養

士
が
皆
さ
ん
の
健
康
の
悩
み
・
不
安

な
ど
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
い

つ
で
も
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

共
通
項
目

任
意
項
目

1,500円（800円）

※(　) 内は、次のいず

れかに該当する方の

自己負担額

・70歳以上

・町民税非課税世帯

・65～69歳で障害者手

帳（1～3級）を持っ

ている方

受診券が届く
　対象の方へ６月
下旬に受診券が届
きます。

健診を申し込む
　健診の予約をしてく
ださい。（備考欄に予約
不要とある医療機関は
不要）

健診を受診する
　実施期間後半は医
療機関が混みますの
で早めに受診してく
ださい。

健診結果を受け取る
　健診を受けた医療機関
を再度受診し、医師の説
明を受けて健診結果（受
診者控え）を受け取って
ください。

特定保健指導を受ける
　該当者には受診の約２か月後に
特定保健指導の案内が届きます。
　都合の良い日時を電話などでご
連絡いただき、特定保健指導を受
けてください。

選択項目

該当者



平成26年度　地域環境推進員
（敬称略）

地　　区

一　　　色

緑　が　丘

百合が丘１

百合が丘２

百合が丘３

中　　　里

元　町　北

元　町　南

富士見が丘１

富士見が丘２

氏　　名

橘川　修二

　大塚　弘　

牧野　士郎

土井　幹夫

松井　直治

金目　功三

小林　正義

山口　保則

　味口　健　

大山　和夫

地　　区

富士見が丘３

松　　　根

上　　　町

中　　　町

下　　　町

梅　　　沢

越　　　地

茶　　　屋

釜　　　野

川　　　匂

氏　　名

鈴木　武久

花上　伸一

小島　榮子

小島　敏治

添田　二郎

本間　正直

石塚 美千代

西山　盛安

　蔵本　武　

　橘川　茂　

地域活動支援交付金一覧
（円）

地　　区

一　　　色

緑　が　丘

百合が丘１

百合が丘２

百合が丘３

中　　　里

元　町　北

元　町　南

富士見が丘１

富士見が丘２

交付額

669,200

1,062,800

916,400

914,000

959,600

1,775,600

1,265,600

1,062,800

796,400

814,400

地　　区

富士見が丘３

松　　　根

上　　　町

中　　　町

下　　　町

梅　　　沢

越　　　地

茶　　　屋

釜　　　野

川　　　匂

交付額

564,800

444,800

802,400

418,400

1,515,200

1,192,400

653,600

1,058,000

1,023,200

507,200

交付額の計算方法
①基礎額＋②世帯割額
①基礎額 　…230,000円
②世帯割額 …世帯数×1,200円
※世帯数は平成26年4月1日現在数
　（平成22年国勢調査数値を基礎）
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各
地
区
の
活
用
方
法

○
自
主
防
災
訓
練
・
視
察
研
修
会

○
防
犯
・
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル

○
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

○
み
か
ん
狩
り
イ
ベ
ン
ト

○
ふ
れ
あ
い
音
楽
教
室

○
ど
ん
ど
焼
き
・
餅
つ
き
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
ど

　各
地
区
で
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。　ぜ

ひ
お
住
ま
い
の
地
域
活
動

に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※

連
絡
先
な
ど
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　町
民
課
地
域
支
援
班

　
各
地
区
が
自
治
意
識
を
高
め
な

が
ら
特
色
あ
る
事
業
や
運
営
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
毎
年
６
月
上
旬

に
町
内
全
20
地
区
へ
地
域
活
動
支

援
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

地
域
活
動
支
援
交
付
金

地
域
活
動
支
援
交
付
金

地
域
環
境
推
進
員

地
域
環
境
推
進
員

を
交
付
し
ま
す

地
域
環
境
保
全
の
リ
ー
ダ
ー
で
す

〜
特
色
あ
る
地
域
を
目
指
し
て
〜

　地
域
環
境
推
進
員
は
、
地
域

の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
各

地
区
で
活
動
し
、
ご
み
減
量
化

や
地
域
美
化
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。　町

か
ら
の
情
報
を
地
域
へ
伝

え
、
地
域
か
ら
の
要
望
や
情
報

を
町
へ
伝
え
る
橋
渡
し
と
し
て
、

快
適
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
の

活
動
を
担
い
ま
す
。

　本
年
度
は
町
と
と
も
に
、
ご

み
の
分
別
・
収
集
日
変
更
地
域

説
明
会
（
11
ペ
ー
ジ
参
照
）
を

開
催
し
ま
す
。

　活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　生
活
環
境
課
生
活
環
境
班

「もしものときのために
応急手当の救命講習を受けましょう！



平成27年
4月1日から

ご
み
の
分
別
・
収
集
日
変
更
地
域
説
明
会

ご
み
の
分
別
・
収
集
日
変
更
地
域
説
明
会

〜
ご
み
の
分
別
・
収
集
日
が
変
わ
り
ま
す
〜

〜
ご
み
の
分
別
・
収
集
日
が
変
わ
り
ま
す
〜

現
在
の
ご
み
処
理
状
況

　
現
在
、
町
内
か
ら
出
る
ご
み

は
、
す
べ
て
町
外
へ
搬
出
し
、

処
理
し
て
い
ま
す
。

　
可
燃
ご
み
の
約
9
割
は
、
県

内
自
治
体
に
焼
却
を
依
頼
し
て

い
ま
す
が
、
ご
み
処
理
広
域
化

に
よ
る
焼
却
が
開
始
さ
れ
る
ま

で
、
緊
急
的
に
受
け
入
れ
て
い

た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

ご
み
処
理
広
域
化
に
向
け
て

　
１
市
２
町
に
よ
る
ご
み
処
理

広
域
化
は
、
将
来
に
わ
た
り
安

定
・
安
全
・
安
心
な
ご
み
処
理

が
継
続
で
き
、
処
理
経
費
の
削

減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

一
部
の
品
目
で
広
域
処
理
を
開

始
し
分
別
区
分
が
変
更
に
な
る

た
め
、
各
地
域
で
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

地
域
説
明
会
の
内
容

●
剪
定
枝
資
源
化
施
設
の
概
要

●
変
更
後
の
分
別
方
法
や
収
集
日

●
質
疑
応
答

※
参
加
者
に
は
、
生
分
解
性
水

切
り
ネ
ッ
ト
１
袋
（
30
枚
入

り
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※

平
成
27
年
１
〜
２
月
に
再
度

説
明
会
を
開
催
予
定
で
す
。

　
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
環
境
政
策
班
・

生
活
環
境
班

11 広報にのみや 平成26年６月号　町役場の電話番号　☎0463－７１－３３１１

　平
塚
市
・
大
磯
町
と
の
広
域
処
理
を
開
始
す
る
た
め
、
来
年
度
よ
り
分
別
区
分

と
収
集
日
を
変
更
し
ま
す
。

　変
更
に
伴
い
、
各
地
区
の
地
域
環
境
推
進
員
と
と
も
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

ごみの分別・収集日変更地域説明会日程

今後のごみ処理概要
広域処理開始時期

平成27年4月

平成27年10月

平成28年4月

月　　日 時　　間 地　　区 場　　所

6月

21日（土）

6日（日）

7日（日）

14日（日）

20日（土）

22日（日）
28日（土）
29日（日）

26日（土）
23日（土）
31日（日）
6日（土）

9:00～10:00
19:00～20:00
10:00～11:00
10:00～11:00
10:00～11:00
9:30～10:30
15:00～16:00
19:00～20:00
19:30～20:30
19:00～20:00
10:30～11:30
20:00～21:00
10:30～11:30
14:30～15:30
11:00～12:00
13:00～14:00
13:30～14:30

富士見が丘1丁目
通川匂
富士見が丘3丁目・松根
梅沢
下町
百合が丘1・2・3丁目
緑が丘
元町北
越地
一色
富士見が丘2丁目
茶屋
入川匂
中里
釜野
元町南
上町・中町

富士見が丘児童館
押切会館
富士見が丘防災コミュニティーセンター
梅沢老人憩の家
下町老人憩の家
百合が丘児童館
緑が丘防災コミュニティ―センター
元町北防災コミュニティーセンター
越地児童館
一色防災コミュニティーセンター
富士見が丘老人憩の家
茶屋老人憩の家
入川匂老人憩の家
中里老人憩の家
釜野児童館
元町老人憩の家
上町児童館

7月

8月

9月

平成30年度

平塚市リサイクルプラザ

二宮町剪定枝資源化施設

平塚市粗大ごみ破砕処理施設

平塚市環境事業センター

大磯町リサイクルセンター

品目 広域処理施設

ビン・空き缶類

大型ごみ（タンスなど）

その他ごみ（陶磁器など）

剪定枝

毎日出るごみ

寝具類（ふとんなど）

樹脂類（ペットボトルなど）



　下
水
道
整
備
は
、
皆
さ
ん
に
受
益
者
負
担
金
や
分
担
金
と
し
て
費

用
の
一
部
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　健
全
な
下
水
道
事
業
運
営
の
た
め
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
に
す
る
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎

年
金
だ
け
で
な
く
、
障
害
基
礎
年

金
な
ど
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
経
済
的
に
難
し
い
場
合
、
納

付
免
除
や
猶
予
が
で
き
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
付
方
法

　
対
象
者
に
は
、
６
月
上
旬
に

納
付
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
納
付
方
法
に
は
次
の
種
類
が

あ
り
ま
す
の
で
、
金
融
機
関
の

窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

①
１
年
を
４
期
に
分
け
た
期
別

納
付

②
１
年
分
を
一
括
納
付

③
２
年
分
を
一
括
納
付

④
３
年
分
を
一
括
納
付

※

口
座
振
替
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

は
納
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

一
括
納
付
は
割
引
が
あ
り
ま
す

　
一
括
納
付
に
は
割
引
が
あ
り
、

長
期
分
を
一
括
納
付
し
て
い
た

だ
く
ほ
ど
割
引
率
が
上
が
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

一
括
納
付
が
お
得
で
す
！

一
括
納
付
が
お
得
で
す
！

問
い
合
わ
せ

　
下
水
道
課
業
務
班
・
工
務
班

問
い
合
わ
せ

　
保
険
医
療
課
保
険
年
金
班

免
除
・
猶
予
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

免
除
・
猶
予
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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雨
が
多
く
な
る
季
節
で
す
が
、

敷
地
内
に
雨
水
が
溜
ま
っ
て
も

汚
水
ま
す
の
ふ
た
は
開
け
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
汚
水
管
に
接
続
し
て

い
る
外
流
し
の
排
水
口
に
は
、

栓
を
し
て
雨
水
が
入
ら
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
汚
水
管
に
雨
水
が
流
れ
込
む

と
下
水
処
理
施
設
の
処
理
能
力

が
追
い
つ
か
な
く
な
り
、
設
備

が
故
障
し
た
り
、
汚
水
が
町
に

あ
ふ
れ
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
処
理
場
の
負
荷
軽
減
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

制
度
の
種
類

●
免
除
制
度

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ

れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
内
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あ
る
場
合
に
、
保
険
料

の
全
額
ま
た
は
一
部
（
４
分
の

３
・
半
額
・
４
分
の
１
）
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

●
納
付
猶
予
制
度

　
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
お

よ
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配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
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あ
る
場
合
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保
険
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納
付
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猶
予
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れ
ま
す
。

申
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・
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金
手
帳
ま
た
は
基
礎
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金

番
号
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か
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も
の

・
印
鑑

※

離
職
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理
由
と
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て
申
請
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る
と

き
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
な
ど
の
写
し
が
必
要
で
す
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ご
確
認
く
だ
さ
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２
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か
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申
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保
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。
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た
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間
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除
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特
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由
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場
合
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お
問
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わ
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く
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下
水
道
管
に
流
れ
る

　汚
水
管
に
雨
水
を
入
れ
な
い
で

下
水
道
管
に
流
れ
る

　汚
水
管
に
雨
水
を
入
れ
な
い
で

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
は

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
は

国
民
年
金
保
険
料
の

国
民
年
金
保
険
料
の

　
一
括
納
付
の
期
限
は
６
月
30

日（
月
）で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る

と
一
括
納
付
が
で
き
な
く
な
る

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

注
意
！

納付方法別割引金額一覧表

納付方法

年４回の期別納付（1年分）

１年分一括納付

２年分一括納付

３年分一括納付

25,450円 → 25,450円

25,450円 → 24,720円

49,850円 → 46,870円

74,250円 → 67,540円

なし

730円

2,980円

6,710円

割引後の金額 割引金額

【例：約50坪(165㎡)の土地を所有している場合】

相手の目を見てあいさつを
目線に気持ちが表れます　　～一声運動～
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二
宮
町
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
町

の
福
祉
事
業
に
参
加
し
、
日
赤
奉

仕
団
信
条
の
も
と
、
地
域
に
根
ざ

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　
現
在
は
29
名
で
活
動
し
て
お
り
、

今
年
で
創
立
52
年
を
迎
え
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は

　
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。

　
こ
の
運
動
で
は
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
地
域
を
つ
く
る
た
め

に
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
参

加
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
チ
カ
ラ
」
が
必
要

　
罪
を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り

に
は
、「
地
域
の
チ
カ
ラ
」
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
が
地
域

社
会
に
戻
っ
て
き
た
と
き
、
住

居
や
就
労
、
孤
立
な
ど
生
活
上

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
処
で

き
ず
再
び
罪
を
犯
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
安
全
・
安
心
な
社
会
に
す
る

た
め
に
は
、
罪
を
犯
し
た
人
を

地
域
で
受
け
入
れ
、
立
ち
直
り

を
支
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

更
生
保
護
の
担
い
手

　
町
内
に
は
、
更
生
保
護
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

次
の
よ
う
な
人
た
ち
が
い
ま
す
。

■
保
護
司
■

　
主
に
、
罪
を
犯
し
て
「
保
護

観
察
」
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
人
へ
の
助
言
や
指
導
、
生
活

の
見
守
り
の
ほ
か
、
犯
罪
予
防

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
更
生
保
護
女
性
会
■

　
女
性
の
立
場
か
ら
、
地
域
の

犯
罪
予
防
活
動
の
推
進
や
更
生

保
護
事
業
、
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
な
ど
の
支
援
を
し
ま
す
。

７
月
は
強
調
月
間

　
罪
を
償
い
、
立
ち
直
ろ
う
と

す
る
人
を
地
域
社
会
で
支
え
、

犯
罪
や
非
行
を
未
然
に
防
ぐ

「
更
生
保
護
」
は
、
地
域
社
会

の
安
全
・
安
心
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
７
月
は
、
強
調
月
間
と
し
て
、

保
護
司
の
方
を
中
心
に
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
自
分
に
は
何

が
で
き
る
の
か
皆
さ
ん
で
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
社
会
福
祉
班

主
な
活
動

●
裁
縫
奉
仕
●

　（
月
２
回
・
町
民
セ
ン
タ
ー
）

　
吊
る
し
雛
や
お
手
玉
、
靴
下
な

ど
を
制
作
し
、
バ
ザ
ー
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
売
り
上
げ
は
、
福
祉
の
た
め
に

年
末
た
す
け
あ
い
や
児
童
福
祉
施

設
な
ど
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

社
会
を

　
　明
る
く
す
る
運
動

社
会
を

　
　明
る
く
す
る
運
動

二
宮
町
赤
十
字
奉
仕
団

二
宮
町
赤
十
字
奉
仕
団

第64回第64回
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地
域
に
根
ざ
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
に
根
ざ
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
献
血
事
業
奉
仕
●

　（
月
２
回
・
町
役
場
な
ど
）

　
献
血
車
両
が
町
内
で
活
動
す

る
際
に
、
呼
び
か
け
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。

　
一
緒
に
奉
仕
活
動
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
社
会
福
祉
班

日赤奉仕団信条
一、すべての人びとのしあわせを願い、

陰の力となって人びとに奉仕する。
一、常にくふうして人びとのために、よ

りよい奉仕ができるように努める。
一、身近な奉仕をひろげ、すべての人び

とと手をつないで、世界の平和につ
くす。

つぐなう、とは何か。
その問いと向きあいながら
ともに生きていく。
あやまちの「そのあと」にこそ。
社会の支えが必要です。
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14広報にのみや 平成26年６月10日災害情報を
ツイッターでお知らせ

大磯警察署だより

大磯警察署（☎72－0110）

（平成26年5月1日現在)（平成26年5月1日現在)町の人口町の人口

（　）内は前月比
※平成22年国勢調査確報値を基礎にしています。

総　数 28,862人 （－ 8）
　男 13,964人 （－14）
　女 14,898人 （+ 6）
世帯数 11,515世帯 （+ 1）

町内犯罪発生件数

その他の窃盗
占有離脱物横領
その他の刑法犯
　　　合　計

3
1
1
5件

種　別 4月
《架空請求に注意！》

＊＊＊防犯のポイント＊＊＊

　『○○社の株を購入するため名前を貸してほしい』『○○研
究所ができる。権利を譲ってほしい』など、会社名を名乗り出
資を求めたり架空請求したりして、現金を郵送させる手口が
発生しています。

●『儲かる』といううまい話には絶対に乗らないようにし
ましょう。
●架空請求の場合、相手はあなたの情報を知らないことが
ほとんどです。自分から個人情報を教えないようにしま
しょう。また、身に覚えがなければ無視しましょう。

≪生ごみ処理機の購入補助をしています≫
　生ごみ処理機を購入する場合は、購入費の
一部を補助しています。
　循環型社会の実現にご協力お願いします。

１人１日あたりのごみ排出量

ごみ処理状況（4月分）

平成26年4月分 平成25年4月分

全　　体

比　較

853ｇ

ごみ排出量
738,795㎏

ごみ処理費用
23,384,435円

１人１か月あたり
ごみ排出量
26㎏

ごみ処理費用
810円

858ｇ 5ｇ減

目標は卵1個（50g）
卵1/10個分

減量！（平成24年度平均848ｇ）（平成24年度平均848ｇ）
１人１日8

05ｇ！
１人１日8

05ｇ！
目標：

減量成功「卵」数減量成功「卵」数

『
町
長
と
話
し
て
み
よ
う
聞
い
て
み
よ
う
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
開
設
し
ま
す

『
町
長
と
話
し
て
み
よ
う
聞
い
て
み
よ
う
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
開
設
し
ま
す

《
二
宮
町
振
り
込
め
詐
欺
な
く
し
隊
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　が
発
足
し
ま
し
た

《
二
宮
町
振
り
込
め
詐
欺
な
く
し
隊
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　が
発
足
し
ま
し
た

　
日
ご
ろ
か
ら
皆
さ
ん
が
感
じ

て
い
る
《
町
の
こ
と
》
を
直
接

町
長
と
話
し
合
う
機
会
と
し
て

『
町
長
と
話
し
て
み
よ
う
聞
い
て

み
よ
う
』
を
定
期
的
に
開
設
し

ま
す
。

話
題

○
普
段
皆
さ
ん
が
疑
問
に
感
じ
て

い
る
こ
と

○
町
長
に
直
接
話
を
聞
い
て
も
ら

い
た
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

　
全
国
的
に
振
り
込
め
詐
欺
の

被
害
が
急
増
し
て
い
る
な
か
、

振
り
込
め
詐
欺
被
害
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
二
宮
町
安
全
安
心
町
づ

く
り
推
進
協
議
会
の
推
薦
で
《
二

宮
町
振
り
込
め
詐
欺
な
く
し
隊
》

が
発
足
し
ま
し
た
。

　《
二
宮
町
振
り
込
め
詐
欺
な
く

し
隊
》
は
、
町
内
26
団
体
、
１
，

６
０
０
人
以
上
の
会
員
が
い
る

二
宮
町
老
人
ク
ラ
ブ
で
組
織
さ

れ
、
会
員
へ
の
振
り
込
め
詐
欺

防
止
対
策
の
普
及
な
ど
に
努
め

ま
す
。

　
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
危
機
管
理
・
く

ら
し
安
全
班

と
き

　
毎
月
第
４
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
17
時
〜
19
時

と
こ
ろ

　
町
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

申
込

　
不
要
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
参
加
者
が
複
数
の
場
合
は
グ

ル
ー
プ
討
議
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
課
地
域
支
援
班



～５月の思い出 ～～５月の思い出 ～
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広　告広　告

広　告 広　告

ISETANお取引先 www.isetan.co.jp

1,000枚で3,780円

5月11日(日)

ポンプ性能検査ポンプ性能検査

5月27日(火)

戦没者を追悼し、平和を祈念する集い戦没者を追悼し、平和を祈念する集い

　町内に配備して
いるポンプ車全7
台の動力ポンプ性
能検査を実施しま
した。
　結果は基準を満
たし良好でした。

　二宮町でも多くの
犠牲者を出した太平
洋戦争の終結から69
年を迎え、今年も多
くの方が参列されま
した。
　この集いは、先の
大戦などで亡くなっ
た戦没者の方のご冥
福をお祈りするとと
もに、恒久平和を願
うために行われてい
ます。

広　告広　告

柳麺 600円～
焼豚お持ち帰り 1,100円～
焼豚弁当、仕出し、お料理等承っております
宴会貸切可
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町
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http://w
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.tow
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iya.kanagaw

a.jp/
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
info@

tow
n.ninom

iya.kanagaw
a.jp

ご意見などは、企画政策課広報統計班までお寄せください。
☎0463-71-3311（内線328）

編
集
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行
　

二
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町
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画
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報
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宮
９
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番
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※横断歩道付近は歩行者に注意してください※転回場で乗降は
　しないでください

交通ルールやマナー
を守りましょう！
交通ルールやマナー
を守りましょう！

受章おめでとうございます受章おめでとうございます
　平成26年春の叙勲および第22回危険業務従事者叙勲で、
町内6名の方が受章されました。
　平成26年春の叙勲および第22回危険業務従事者叙勲で、
町内6名の方が受章されました。

●乗降帯は、人の乗降に利用してください。
●乗降帯で駐車する行為は、他の方の迷惑と
なりますのでやめましょう！
●乗降帯に車を止めて人を待つ行為も、他の
方の迷惑となりますのでやめましょう！

●乗降帯は、人の乗降に利用してください。
●乗降帯で駐車する行為は、他の方の迷惑と
なりますのでやめましょう！
●乗降帯に車を止めて人を待つ行為も、他の
方の迷惑となりますのでやめましょう！

都市整備課計画指導班、
大磯警察署交通課（☎72-0110）

瑞宝単光章瑞宝単光章瑞宝単光章瑞宝単光章瑞宝単光章瑞宝単光章
瑞宝双光章瑞宝双光章瑞宝小綬章瑞宝小綬章

瑞宝双光章瑞宝双光章 第22回
危険業務
従事者叙勲

第22回
危険業務
従事者叙勲

平成26年春の叙勲平成26年春の叙勲

阿部　幸榮さん
（上町在住）

加藤　好男さん
（百合が丘2丁目在住） 鈴木　文男さん

（富士見が丘3丁目在住）
水島　一彦さん
（中里在住）

宮戸　康夫さん
（梅沢在住）

湯原　昭夫さん
(中里在住)

　　歩行者の安全確保や公共交通の利便性向上、渋滞
の緩和などを目的とした北口駅前広場の暫定整備工
事が完了し１年が経過しました。
　交通ルールやマナーを守らない一部の方により、事
故の危険性が高まったり渋滞が起きてしまったりし
ています。一人一人の心がけで、町の玄関口である駅
前を快適に利用できる空間にしましょう！

　　歩行者の安全確保や公共交通の利便性向上、渋滞
の緩和などを目的とした北口駅前広場の暫定整備工
事が完了し１年が経過しました。
　交通ルールやマナーを守らない一部の方により、事
故の危険性が高まったり渋滞が起きてしまったりし
ています。一人一人の心がけで、町の玄関口である駅
前を快適に利用できる空間にしましょう！

乗降帯 駐車禁止区域 《警察署からのお願い》
　最近、駅周辺道路で、人待ちのために路上駐車する車両が
目立ちますが、運転者が乗車していても駐車違反となります。
　警告に従わない場合、駐車違反として交通反則切符を告知
する場合がありますのでご注意ください。
　車を駐車して人の到着を待つのではなく、人が車の到着を
待って乗車すれば渋滞も解消されます。
　安全で住みよいまちづくりにご協力をお願いします。

二宮駅北口周辺二宮駅北口周辺

　運輸省(現在の国土
交通省)で運輸行政に
永年に渡りご尽力さ
れました。

　小学校の学校医な
ど、さまざまな医療業
務に永年に渡りご尽
力されました。

　神奈川県警察官と
して、永年に渡りご尽
力されました。

　神奈川県警察官と
して、永年に渡りご尽
力されました。

　二宮町消防官とし
て、永年に渡りご尽力
されました。

　神奈川県警察官と
して、永年に渡りご
尽力されました。

乗降帯

駐車禁止区域

乗降帯

進入禁止エリア

障がい者用乗降場

駐車禁止区域

転回場


